『干潟ベントスフィールド図鑑』の発行とその概要
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１．出版の背景と目的

市民参加型の生物相調査の普及が望まれているが、干潟生物については分類が困難であるため、専門家主体による調査が多く行われてきた。そこで、本学会第２～４回大会で報告したように、日本国際湿地保全連合（WIJ）は、干潟底生動物の専門家と共に、地域の人々が干潟に関心・興味をもち、干潟の生物多様性を把握できる市民参加型の調査手法（「干潟生物の市民調査」）を考案し、人材育成のための研修会を実施してきた。また、専門家と初心者との中間層にとって使い勝手の良い教材の開発に取り組んできた。いままでに製作した『干潟生物調査ガイドブック』シリーズは、「仙台湾沿岸域編」、「東日本編」ともに当該地域で調査する者にとって好評あった。一方で、掲載種が東日本（北海道から太平洋側は伊勢湾、日本海側は能登半島まで）の干潟で見られる代表的な種に限られていることから、西日本での調査では有用性が低くなるという意見と、広域に使える続編発刊の要望が多く寄せられた。

そこで、WIJでは、東日本編の著者である鈴木孝男、木村昭一、木村妙子の３名に加え、新たに西日本の干潟生物に詳しい森敬介と、干潟生物の写真や生息情報を多く所有する多留聖典の２名の協力を仰ぎ、『干潟生物調査ガイドブック～全国版（南西諸島を除く）～』を製作した。さらに、広く本書を普及させるために、市民参加型調査で活用できるベントス調査表３タイプ（東日本版、西日本版、瀬戸内海・有明・八代海版）を追加して、『干潟ベントスフィールド図鑑』を出版し、販売した。書名にある「ベントス」とは底生動物を指す専門用語であり、プランクトン（浮遊生物）に比べて認知度が低いことから、この用語を普及させたいという著者らの想いが込められている。
以下に、このフィールド図鑑の特長、入手方法を示し、今後の活動の展開について記す。
２．『干潟ベントスフィールド図鑑』の特長と入手方法
１）この本の特長
①野外に持って行きやすいポケットサイズで、干潟で実際に底生動物の同定に有益（縦17cm 横10.5cm　ソフトカバー）

②全国の干潟で見られる代表的な種492種のカラー写真とその同定のポイントを記載。後半には、それぞれの種類についての区別点を含めた「種類の解説」を記載（カラー＋モノクロ 261ページ　）
③市民参加型の「干潟生物市民調査法」の概略とベントス調査表を巻末に収録
２）入手方法

Amazonや丸善＆ジュンク堂ネットストア、鳥羽水族館、大阪市立自然史博物館、谷津干潟自然観察センター、きしわだ自然資料館で購入できる（定価：1,680円）。
３．今後の活動の展開
　干潟の生物調査ができる人材が少ないのは、1）適切な研修機会がなかったことと、2）適切な教材がなかったこと、に原因があった。この数年で、これらの課題に取り組み、一定の成果を上げることができた。とりわけ、全国で活用できる本書が完成したことは大きな前進である。今後は、①本書を活用した市民参加型の干潟調査の広範な開催、②多様な主体と連携できる体制の構築、③関係者間での調査結果の共有・活用システムの模索が挙げられる。また、本書で取り扱うことができなかった南西諸島の種については、需要の程度を参考にして製作を検討したい。
